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下
馬
場
地
内
に

鎮
座
す
る
鹿
嶋

神
社
は
、
大
同
２

年
（
８
０
７
年
）
、

現
在
の
場
所
に

社
殿
が
造
営
さ

れ
た
と
伝
わ
り
ま

小
美
玉
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雨
ヶ
谷
八
十
吉

　

鹿か

し

ま嶋
神じ

ん
じ
ゃ社

、
素そ

が鵞
神じ

ん
じ
ゃ社

の
神み

こ

し輿
な
ど
、

小
川
の
神
社
や
お
祭
り
に
関
す
る
建
築

は
、
地
元
出
身
の
大
工
棟と

う
り
ょ
う

梁
が
手
が
け

て
い
ま
す
。
今
か
ら
１
５
０
年
前
の
明
治

５
年
（
１
８
７
２
年
）
、
現
在
の
小
川
に
生

ま
れ
た
雨
ヶ
谷
八
十
吉
で
す
。
大
工
職
人

の
父
か
ら
神
社
建
築
の
技
術
を
学
び
、

他
の
職
人
と
と
も
に
仕
事
に
励
む
中
で
、

八
十
吉
は
建
築
の
技
術
と
理
論
を
体
得

し
て
い
き
ま
す
。
父
の
死
後
、
八
十
吉
は

自
ら
の
技
術
を
一
層
磨
き
つ
つ
、
棟
梁
と

し
て
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
八
十
吉
が
手

が
け
た
建
築
の
一
部
を
、
関
係
資
料
と

と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

鹿
嶋
神
社

す
。
江
戸
時
代
に
は
小お

が

わ河
、
馬
場
な
ど
周

辺
の
村
１２
郷
の
大だ

い
ち
ん
じ
ゅ

鎮
守
と
な
り
、
明
治

５
年
に
郷ご

う
し
ゃ社

に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
正
１５
年
（
１
９
２
６
年
）
、
拝
殿
の

屋
根
葺ふ

き
替
え
な
ど
の
修
繕
工
事
が
、

八
十
吉
ほ
か
2
名
の
大
工
棟
梁
と
職
人

に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
現
存
す
る
下

絵
か
ら
、
八
十
吉
は
虹

こ
う
り
ょ
う梁

の
端
を
飾
る

獅し

し子
鼻ば

な

を
製
作
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

拝
殿
修
繕
工
事
は
、
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
年
）に
完
成
し
ま
し
た
。
同
年

８
月
に
は
、
小
河
城
主
を
務
め
た
戸と

ざ

わ沢

政ま
さ
も
り盛

の
子
孫
に
あ
た
る
戸
沢
正ま

さ
お
と己

子
爵

に
よ
り
、
宝
刀
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

先
祖
の
戸
沢
政
盛
は
、
天
正
年
間
に
焼

失
し
た
鹿
嶋
神
社
を
再
建
し
た
人
物
で

す
。
神
社
修
繕
の
背
景
に
は
、
地
域
の
お

語
句
解
説

郷
社
　

旧
社
格
の
一
つ
。
府
県
社
の
下
、
村

社
の
上
に
位
す
る
。

虹
梁　

社
寺
建
築
に
用
い
ら
れ
る
、
や
や

反
り
を
持
た
せ
て
造
っ
た
化け

し
ょ
う粧

梁ば
り

。

桝
組
み　

社
寺
建
築
の
柱
上
に
あ
り
、
軒
を

支
え
る
部
分
。
斗ま

す

（
四
角
い
部
材
）と
肘ひ

じ

き木
（
舟

形
の
部
材
）を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
す
る
。

鹿嶋神社　獅子鼻下絵

鹿嶋神社　拝殿

神輿遷宮式（大正15年）に参列する
八十吉（2列目の右から2番目）

素鵞神社　神輿図面

社や
し
ろ

を

想

う

多
く
の
人
々

の
尽
力
が
あ

り
ま
し
た
。

素
鵞
神
社
神
輿

　

小
川
の
夏
を
彩
る
祗
園
祭
。
祭
礼
に

欠
か
せ
な
い
神
輿
は
、
神
様
が
町
内
を

巡
る
と
き
の
乗
り
物
で
す
。
現
在
の
素

鵞
神
社
の
神
輿
は
大
正
１４
年
に
新
造
さ

れ
、
昭
和
５９
年
（
１
９
８
４
年
）
に
改
修

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
神
輿
は
八
十
吉

が
製
作
を
手
が
け
ま
し
た
。

　

現
存
す
る
立
面
図
に
は
、
装
飾
を
抜
い

た
神
輿
の
全
体
像
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

寸
法
や
指
示
書
き
な
ど
の
書
き
込
み

や
、
一
段
ず
つ
丁
寧
に
描
か
れ
た
桝ま

す

ぐ組

み
な
ど
は
、
八
十
吉
も
手
を
加
え
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
神
輿
と
真
摯
に
向
き
合

う
棟
梁
の
姿
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

神
輿
完
成
の
翌
年
、
素
鵞
神
社
に
て
神

輿
の
遷せ

ん
ぐ
う
し
き

宮
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

の
集
合
写
真
に
は
、
神
輿
や
関
係
者
の

一
人
に
八
十
吉
も
写
っ
て
い
ま
す
。
写
真

か
ら
は
、
神
輿
を
前
に
誇
ら
し
げ
な
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

神
社
・
お
祭
り
と
関
係
す
る
建
築
は
、

地
域
の
大
切
な
歴
史
で
あ
り
、
誇
り
で

す
。
人
々
に
よ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
大

切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

先
の
未
来
に
も
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
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だ
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い


